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力を合わせて学習の成果を発表
～第１９回倉吉市公民館まつり～
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　１２月７日（金）、８日（土）の２日間、倉吉未来中心と倉吉交流プラザで

「第１９回倉吉市公民館まつり」が開催されました。

　会場には、倉吉市内の各地区公民館が開催している講座の力作が勢ぞろ

いし、訪れた人は熱心に見入っていました。

　８日（土）の午後は、「舞台発表」が未来中心の大ホールで行われ、大勢の

観衆が見守る中、各公民館が日ごろの学習の成果を発表しました。

　小鴨公民館は、地域のよさを再発見することを目的とした「地域づくり

講座」で取り上げた「小鴨音頭」を披露。これは、７、８年前まで小鴨小学

校の運動会で児童が踊っていたものを、地域の踊りとして伝えていこうと

大人も踊りを学び、練習してきたものです。３年生の子どもたちの歌に合

わせて、紅白のハッピをそろえた踊り手のポーズが決まると、客席から大

きな拍手が送られました。
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若者の定住化促進に向けた子育て支援の充実

さよならアーケード

倉吉市庁舎、国登録有形文化財に登録

平成１９年

倉吉市政
主要ニュース

グリーンスコーレせきがねの指定管理者・㈱レパストに決定

第５３代横綱琴櫻、先代佐
さ ど が た け

渡ケ嶽親方（鎌谷紀雄さん）死去

旧牧田家住宅（主屋）保存修理工事に着手

地域資源を活用した新たな観光商品の開発

小鴨小学校校舎改築事業１月

鉄筋コンクリート造３階建、延床面積４，７７８㎡。
玄関前に緑の彫刻賞受賞作品設置。

1 月・６月

４月～

美しい日本の歴史的風土１００選選定・
まち交大賞プロセス賞受賞

１１月

・特別医療費の通院に係る助成について、助成対象を就学前の児童まで拡充。（４月）
・特定不妊治療を受けた夫婦に対する治療費の助成を開始。（４月）
・妊婦無料健康診査を２回から３回へ拡充。（４月）
・ 妊婦にやさしいまちづくりとして、マタニティーマーク入りのステッカー・キーホ
ルダーの配布を開始。（４月）
・ 子育てを支援する事業を行う拠点施設として、倉吉市子育て総合支援センター「お
ひさま」を開設。（５月）
・ 保育園に同一世帯から同時に３人以上入所した場合、３人目以降の児童の保育料を無料化。（４月）
・ 子育て世帯の買い物を協賛店が割引などで応援する若者子育て買い物応援事業を開始。（５月）
・ ２歳未満の乳幼児のいる家庭に子育て支援のため市指定ごみ袋の無料配布を開始。（５月）
・  市の公用車に「子育てにやさしいまちづくり」のステッカーを張り、機運の醸成に努
めている。（６月）

　古都保存に関する理念の普及啓発と歴史的風土の次世代へ
の継承、地域の観光振興などを目的として、「美しい日本の
歴史的風土１００選」の選定が行われ、「伯耆の国国庁跡、国分
寺跡、陣屋町倉吉の街並み」が１００選に選定された。（１月）
　また、国が全国都市再生のための一環として創設したまちづ
くり交付金を活用した伝統的建造物群保存地区の火災跡地での
取り組みや、淀屋牧田家などの歴史的な資源を活かしたまちづ
くりが評価され、「まち交大賞プロセス賞」を受賞した。（６月）

７月・８月

　市民に長く親しまれてきた東仲町から西町にかけての本町通りアーケードが、４５年間の役目を終えて撤去された。
撤去に先立ち「さよならアーケード七夕まつり」がにぎやかに開催された。（７月）

７月

　昭和３１年１１月２８日に竣
しゅんこう

工した倉吉市役所庁舎は、当時の東京大学教授岸田日出刀と助教授丹下健三が設計した
建物で、平成１９年７月３１日に国登録有形文化財（建造物）に登録された。

８月

　国民宿舎グリーンスコーレせきがねの管理運営を指定管理者に委ねることに。指定期間は平成１９年８月１日～平
成２４年３月３１日。

８月

　倉吉市の名誉市民である佐渡ケ嶽慶兼さんが６６歳で死去。昭和３４年初場所、初
土俵。３８年春場所に新入幕。頭からおもいきりぶつかる押しや寄りを武器に「猛牛」
の異名を取る。

１０月

　市指定有形文化財（建造物）の旧牧田家住宅（主屋）の保存修理工事が１０月から始
まった。
　旧牧田家住宅（主屋）は倉吉の町屋建物ではもっとも古い宝暦１０年（１７６０）の建

築物である。構造の特徴が古い草
くさぶき

葺屋根と共通するところがあり、柱・梁
はり

・垂木
材などの木割が極めて太く、素朴で豪壮な内部空間を造りだしている。
　また、牧田家は江戸時代の大坂の豪商淀屋とのつながりがあり、淀屋の初代清
兵衛の出まれも倉吉牧田家であった。工事は平成２０年３月２８日まで。

１０月～１１月

・倉吉レトロまちかど博物館（１月・１１月）
　 　西町から魚町にかけて「江戸・明治・大正・昭和」の懐かしいもの、珍しいも
のを各店舗で展示し、街全体を展示会場とする「倉吉レトロまちかど博物館」に
取り組む。

・旧国鉄倉吉線廃線跡トレッキングツアー（１０月・１１月）
　 　旧倉吉線を活用した新たな観光商品として、倉吉市観光協会が企画。鉄道ファ
ンらが旧泰久寺ホームや旧山守トンネルなどを散策した。

上灘中央交流センター建設に着手

　上灘中央交流促進事業の一環として上灘地区公民館を改築し、新たに上灘中央
交流センターの建設に着手した。建設期間は平成２０年６月末まで。１月　倉吉レトロまちかど博物館

故・佐渡ケ嶽親方（Ｈ１７．桜ずもう）

倉吉市役所本庁舎

７月　さよならアーケード

若者子育て支援

今年１年倉吉
市ではこんな

ことがありま
した。
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市内の上水道指定給水装置工事事業者
※年末年始休み期間中、休業する業者もありますので確認して
　お申し込みください。

業者名 住　所 電話番号 FAX 番号

㈲長谷川商店 清谷町 2丁目 80 27-6000 27-6001

石田工業㈱ 瀬崎町 2736 23-0111 23-0001

㈲石賀水道 八屋 261-1 26-4759 26-0119

中海工業㈱ 福庭町 1丁目 55 26-4431 26-4414

㈱中電工 倉吉営業所 八屋 145-2 26-0311 26-2774

㈱トンボプロパンガス 和田東町 196-1 22-8281 22-1822

大和設備倉吉㈱ 和田東町 190 23-2211 23-2215

㈲小倉水道 倉吉営業所 清谷町 2丁目 78 26-4035 26-4030

㈲大平管工 下余戸 155-11 26-0829 26-4262

早田設備㈱ 和田東町 115-1 22-7571 22-0273

㈲伯耆浄水 古川沢 163 26-3344 26-8899

倉吉管機工業㈱ 福庭町 1丁目 573 26-5316 26-7602

㈱ベクト総業 井手畑 158 26-0739 26-0749

㈱空研 広栄町 931-2 22-1777 22-8024

㈱河金組 山根 583 26-1431 26-2789

㈲高橋設備工業所 八屋 209-2 26-3281 26-7015

㈲サエキ商会 大谷茶屋 883 22-3250 23-4787

㈲新宮設備 中江 227-6 26-0758 26-5607

日総工業㈱倉吉支店 中江 306-10 48-1315 36-3528

スミ管機設備 住吉町 1-3 22-0978 22-0978

森田設備 巌城 1150-18 22-8044 22-8044

㈲ユアー設備計画 和田 505-3 23-3699 23-3979

㈲あきやま総業 富海 877 28-1844 28-1844

S u n 設備 丸山町 560-2　 29-6601 29-6601

㈱クラエー 鴨川町 32-1　 28-0608 28-0697

㈲吉村工産 巌城 690-1 23-0800 22-4824

㈲ソケット 旭田町 32 24-0277 24-0278

東伯建設㈱ 三江 168　　 28-1656 28-5213

㈱アオキ建設 関金町郡家 721-1 48-7001 48-7003

日ノ丸産業㈱ 倉吉支店 海田東町 401 26-6811 26-6816

社工業 西福守町 717　 28-2302 28-2302

㈲美咲　 西福守町 601-2 48-2900 48-2901

天野水道 関金町大鳥居 91-11 45-2881 45-2881

㈲あさひほーむ 昭和町 2丁目 236 23-7272 23-7273

金森建設㈱ 金森町 19-2 22-0933 22-0942

ウォーターワークス 大河内 369-2 28-5409 28-5409

㈱トラスト 八幡町 3304―5 23-5077 23-3900

河野設備 大立 57 28-5363 28-5363

水谷工業㈲ 円谷 76-3 22-0711 22-0710

※倉吉市外の上水道指定給水装置工事事業者（45 社）について
は、水道局へお問い合わせください。
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れ
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あ
２
６
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０
３
１
／
い
２
６―

３
２
４
２
）
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末
・
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始
休
み
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間
中
の

水
道
の
屋
内
修
理

　

修
理
申
込
の
取
り
扱
い
は
年

末
・
年
始
休
ま
ず
次
の
と
お
り

行
い
ま
す
。

水道修理申込
時　間 申　込　先

午前８時３０分

～

午後５時３０分

水道局
（あ２６―１０３１）
（あ２６―１０３３）

または
指定工事業者
（左の表）

午後５時以降の受付は翌日の修理とな
ります。

水道局からのお知らせ

　冬季、気温がマイナス３度以下になると、

水道管が凍結し破裂することがあります。

次のことに、ご注意ください。

　冬季、気温がマイナス３度以下になると、

水道管が凍結し破裂することがあります。

次のことに、　ご注意ください。
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0.6%

0.9%

0.6%

0.7%

強くそう思う そう思う あまり思わない 思わない

●子どもたちは積極的に活動したり、進んで発表したりしようとしている。

●教師はわかりやすいように板書や教材・教具を工夫している。

●子どもたちの表情が明るく、元気がある。進んであいさつができる。

●学校からのたよりなどを通して、学校の様子がわかる。

●学習活動に適した施設・設備の充実を図っている。

抱ほ
う
よ
う擁
で
温
か
い
冬
を
…

　

い
つ
の
間
に
か
、
出
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け
る
前
に
真
っ

先
に
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と
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袋
を
探
す
季
節
と

な
り
ま
し
た
。

　

韓
国
で
は
よ
く
、「
恋
人
を
つ
く
る
」と

い
う
こ
と
を「
マ
フ
ラ
ー
を
用
意
す
る
」

こ
と
に
例
え
た
り
し
ま
す
。

　

愛
し
て
い
る
人
が
そ
ば
に
い
る
の
が
一

番
の
寒
さ
対
策
と
い
う
こ
と
な
の
で
し
ょ

う
が
、
単
な
る
マ
フ
ラ
ー
し
か
持
っ
て
な

い
私
を
よ
り
寂
し
く
さ
せ
る
ホ
ッ
ト
な
話

題
が
あ
り
、
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

  

皆
さ
ん
、
韓
国
の「
12
月
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日｣

が
ど
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い
う
日
か
ご
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知
で
す
か
。
な
ん
と「
ハ
グ

デ
イ(H

u
g
 D
ay

）」だ
そ
う
で
す
。　

　

｢
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と
は
、
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同
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が
抱
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め
合
っ
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か
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過
ご

し
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い
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く
ら
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の
新
し
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念
日
で
、
こ
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だ
け
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が
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で
熱
く
抱
ほ
う
よ
う擁

し
て
も
、
皆
が
大
目
に
見
て
く
れ
る
ら

し
い
の
で
す
。
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私
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何
か
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肌
が
立

つ
話
で
す
。
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最
近
、
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国
で
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こ
う
い
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士
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だ
け
で
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な
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て
、
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ず
知
ら
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き
し
め
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リ
ー
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e
 H
u
g
s)

運
動
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っ
て

い
ま
す
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現
代
人
の
孤
独
な
内
面
を
癒い
や

し
、
幸

せ
を
分
か
ち
合
う
の
を
目
的
と
し
た
こ
の
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動
は
、
２
０
０
４
年
オ
ー
ス
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ラ
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の
と
あ
る
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年
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、
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書
い
た
プ
ラ
カ
ー
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を
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、

通
り
す
が
り
の
人
た
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と
抱
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が
イ
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タ
ー
ネ
ッ
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を
通
じ
て
全
世
界

に
広
が
っ
た
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と
に
よ
り
始
ま
り
、
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で
も
昨
年
か
ら
ブ
ー
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に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
特
に「
ク
ォ
ン
・
サ
ン
ウ
」を
は
じ
め

多
く
の
芸
能
人
が
こ
の
運
動
を
実
践
し
て

い
る
の
で
、
当
分
の
間
は
そ
の
熱
気
が
続

き
そ
う
で
す
。

　

寒
い
冬
、
恋
人
も
い
な
い
し
、
他
人

と
の
ハ
グ
に
も
抵
抗
感
が
あ
る
人
は
、

身
近
な
家
族
や
友
達
を
一
回
ギ
ュ
ッ
と

抱
き
し
め
て
み
る
の
は
い
か
が
で
す
か
。

　

次
は
、
市
報
２
月
号
で
お
会
い
し
ま

し
ょ
う
。
で
は
、
心
温
ま
る
新
年
を
お

迎
え
く
だ
さ
い
。

No.20

今月のキーワード
　ア      ナ       ドゥ   リル     カ      ヨ

안아 드릴까요?
抱いてあげましょうか？

▲フリーハグを実践している
オーストラリアの青年

多くの子どもたちが進んで学習に
参加しています。さらに子どもたち
の学習意欲を高める工夫をすると
ともに、一人ひとりを大切にした学
習に努めます。

学校はこれからも工夫して、分か
りやすい学習づくりをし、子どもた
ちの学力の向上に努めます。

多くの子どもがあいさつできてい
ますが、そうでない子も１割強あり
ます。今後も家庭、地域と一緒になっ
て、明るく、進んであいさつのでき
る子どもの育成に努めます。

学校からのたよりや、学校公開な
どを通して、地域に開かれた学校づ
くりに努めます。今後も学校公開や
学校行事に積極的にご参加ください。

安全で、学習活動に適した学校
となるように計画的な整備に努め
ます。

春と秋の学校一斉公開には、全市で延べ３，５２６人の参加

がありました。ご来校いただいた市民の皆さまから多くの

ご意見・ご感想をいただきました。これらを参考にして、

学校教育のより一層の充実に努めます。

期間中に実施したアンケートのうち、５つの項目の結果を

お知らせします。

今後も地域に開かれた学校づくりをめざして取り組んで

いきます。
※問合せ先：学校教育課（あ２２－８１６６／い２２－１６３８）

～たくさんのご参加、ありがとうございました～

平成 19年度

小中学校
一斉公開




